
平成30年度　第２学年　道徳年間指導計画　　　　　　　　　　津野町立葉山小学校

　　　　　　
	月
	内容項目
	[主題名]

教材名

（出典）
	主題構成の理由
	※ねらい ○発問 ◎中心発問
	他の教育活動等との関連
	「わたした
ちの道徳」
「高知の道徳」

との関連
	地域・家庭

との連携
	評価･振り返り

	四月（第二週）
	節度、節制
	［自分のことは自分で］


1．二年生になって
（きみがいちばんひかるとき）
	  この時期は，日常生活においえる行動を通して，健康に心がけ，安全に配慮し，物を大切にし，身の回りを整えて，気持ちのよい生活ができるようにすることなどを具体的に指導していく必要がある。まだまだ身の回りのことを大人にしてもらっている児童も多い。そこで，２年生になった児童に，身の回りのことを自分で行うことについて，考えさせたい。
	※1年生時と2年生時のかなこを対比的に描いた場面絵を通して，自分のことを自分できちんと行うにはどんな考えが大切なのかについて考えさせ，健康や安全に気をつけ，身の回りを整え，規則正しい生活をしようとする実践意欲と態度を育てる。
	生活科
「春だ　今日から２年生」
学級活動

「２年生になったよ」

「日直，係の仕事」
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.20,21を読む。
	保護者・地域の方の参画
「高知の道徳」P.37に記入する。
	教材（　）

	
	
	
	
	○１年生のかなこにお母さんは①でどんなことを言ったのでしょうか。
○２年生のかなこは②でどんなことを言っているのでしょうか。

◎どんなことが自分でできるようになれたらいいのでしょうか。
	
	
	
	

	四月（第三週）
	善悪の判断、自律、自由と責任
	［していいこと，いけないこと］


2．つのがついたかいじゅう 
（きみがいちばんひかるとき）
	  この時期の児童は，学校生活にも慣れ，よいと思ったことを積極的に行えるようになっている。しかし，よいと思うことが，実のところ自分勝手な思い込みで，友達や学級に対して迷惑をかけてしまうことも少なくない。そこで，自分勝手な思い込みによる行動を慎み，「してよいこと」「してはいけないこと」をよく考えて行動することが大切であることに気づかせたい。
	※他人が作った粘土の作品を，「もっとかっこよくなるように」と勝手にいじったたくみくんの姿を通して，してよいこと，してはいけないことを考えるのはどうして大切なのかを考えさせ，よいことと悪いことを区別し，よいと思うことを進んで行おうとする実践意欲と態度を育てる。
	
	＜終末＞
高知の道徳
P.32を活用する。
	保護者・地域の方の参画
「高知の道徳」P.33に記入する。
	教材（　）

	
	
	
	
	○たくみくんは，どんな気持ちでのりおくんの作品につのをつけてしまったのでしょうか。
◎この出来事からたくみくんは，どんなことを学んだのでしょうか。
	
	
	
	

	四月（第四週）
	礼儀
	［気もちのよいあいさつ］
3．あいさつがきらいな王様 

（きみがいちばんひかるとき）

	　この時期の児童は，元気な声で挨拶をしたり，笑顔で応える挨拶を進んでしたりする意欲をもっている。担任だけでなく，他の教員に対しても，気持ちのよい挨拶をすることができる。それらの体験を通して，実感的に挨拶への理解を深めさせることが重要である。そこで，挨拶の大切さを改めて考えることを通して，自分から進んで挨拶をすることの大切さや気持ちよさに気づき，実践していこうとする態度を育てたい。
	※挨拶をすることを禁じた王さまと，禁じられた人々の姿を通して，挨拶をすることはどうして大切なのかを考えさせ，進んで気持ちのよい挨拶をしようとする実践意欲と態度を育てる。
	月目標
「あいさつをしよう」
「挨拶運動」
学校行事
「入学式・始業式」

生活科
「どきどきわくわくまちたんけん」


	＜終末＞
わたしたちの道徳
P54,55を活用する。
	あいさつ運動について話す
保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○王様は，どうしてあいさつがきらいだったのでしょうか。
○笑い声のあふれる楽しい国になって，王様はどう思ったでしょうか。

◎挨拶は大切だなと思ったことはありますか。どうして大切だなと思いましたか。
	
	
	
	

	五月（第二週）
	親切、思いやり
	［あいてを思いやって］
4．ぐみの木と小鳥
（きみがいちばんひかるとき）
	児童は，さまざまな人々との関わりの中から，少しずつではあるが，自分のことだけではなく，相手の気持ちが考えられるようになってくる。困っている友達，悩んでいる友達の気持ちを共有し，自分のこととして考え，なんとかしようという思いやりの心が芽生えてくる。そこで，この意識をさらに高め，自分にできることを精一杯しようとする気持ちを育みたい。
	※病気のりすに，嵐の中でもぐみの実を届ける小鳥の姿を通して，親切にしたり，親切にされたりすると，どんな気持ちになるかを考えさせ，身近にいる人に温かい心で接し，親切にするための判断力や心情を育てる。
	生活科
「どきどきわくわくまちたんけん」

音楽科

「歌でよびかけっこ」

学校行事
「遠足」


	
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○ぐみの木に頼まれたりすさんの様子を見に行った小鳥は，どんなことを思ったでしょうか。
○嵐の中，りすの家に向かって飛んでいく小鳥は，どんなことを考えたでしょうか。

◎「親切にする」とはどういうことでしょうか。
	
	
	
	

	五月（第三週）
	規則尊重
	［きまりをまもって］
5．どんなきまりがあるかな
（きみがいちばんひかるとき） 
	  この時期の児童は，きまりを守ることの大切さは知っていても，「きまりだから守る」とか，守らないと叱られるから守る」などと思っている場合が見受けられる。きまりの意義を十分に理解していない児童は，その場の状況に流されてしまい，自分勝手な行動を取ることが少なくない。そこで，身近な約束やきまりを取り上げ，それらはみんなが気持ちよく安心して過ごすためにあるということに気づかせ，しっかりと守ろうとする意欲や態度を育みたい。
	※町の様子が描かれている一枚絵を通して，きまりはどうして守らなければならないかを考えさせ，きまりをしっかりと守ろうとする実践意欲と態度を育てる。
	月目標
「学校のきまりをまもろう」
学校行事
「交通安全教室」
	＜終末＞
わたしたちの道徳

P.128,129を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○絵を見て気のついたことを発表しましょう。

◎きまりはどうしてまもらなくてはいけないのでしょうか。
	
	
	
	

	五月（第四週）
	生命の尊さ
	[ささえ合ういのち]
6.がんばれアヌーラ
（きみがいちばんひかるとき）
	  この時期の児童は，命が大切なものであることはわかっているが，命があることをあたりまえのこととして捉えている児童が多く，また，他の生き物の命が自分の命と同じように大切であることに思いが至らないところも見られる。そこで，自他の生命の尊さを理解すること，動植物の生命を慈しむことの大切さを感じ取らせていくことが大切である。また，生命への畏敬の念をもち，生きることのすばらしさを感得できるように
していきたい。
	※病気のゾウのアヌーラが倒れないように，2頭のゾウが寄り添って支えたという実話を通して，命を支え合うとはどういうことかを考えさせ，命あるものを大切にするための判断力や心情を育てる。
	生活科
「大きくなあれ　わたしの野さい」
学校行事
「交通安全教室」
	
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○このお話を聞いて，どんなことを考えましたか。

◎自分のいのちが支えられているとかんじるのは，どんなときですか。
	
	
	
	

	六月（第一週）
	よりよい学校生活、集団生活の充実
	[すてきな学校]
7.しょうかいします
（きみがいちばんひかるとき）
	  この時期の児童は，生活科での学校探検などの体験を経て，学校の中にある特徴的な施設や設備を知るとともに，多くの先生や職員とも関わりをもつようになっている。そのような体験を生かして，児童一人一人が感じているさまざまな学校のよさをもち寄ることで，新たな学校のよさに気づかせ，学校に対する愛着をさらに深めさせたい。
	※自分の学校について紹介する「ぼく」の姿を通して，自分たちの学校の「お気に入り」はどんなところかを考えさせ，学校や学級の生活を楽しくしようとする実践意欲と態度を育てる。
	
	
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○「ぼく」は，どんな気持ちで自分の学校を紹介したのでしょうか。
◎自分たちの学校を，もっとすてきなところにするために，どんなことができるでしょうか。
	
	
	
	

	六月（第二週）
	正直、誠実
	[すなおな気もちで]
8.お月さまとコロ　
（きみがいちばんひかるとき） 
	　この時期の児童は，元気よく友達と関わることが多くなるとともに，ささいなことでけんかすることも増えてくる。また，叱られたり，笑われたりすることから逃れるため，うそをついたり，ごまかしたりすることもある。伸び伸びと明るい心で過ごすためには，そうしたときに，素直に自分の非を認め，謝れるようになることが大切である。
	※友達に素直に謝ることができずに悩むコロの姿を通して，伸び伸びと明るい心で過ごすにはどうすればよいかを考えさせ，素直に生活しようとする実践意欲と態度を育てる。
	
	＜終末＞
わたしたちの道徳
P.46,47を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○コロは，謝りたい気持ちがあるのに，なかなか謝れなかったのはなぜでしょうか。
◎素直にするってどういうことでしょうか。
	
	
	
	

	六月（第三週）
	個性の伸長
	［よいところをのばそう］
9．おり紙の名人
―よしざわあきら
（きみがいちばんひかるとき）
	　この時期の児童は，自分自身を客観視することが十分にできないため，自分の特徴に気づくことが難しい。しかし，褒められたり，叱られたりした経験から，自分の長所に気づく児童もいる。そこで，自分の長所を好きなことや，人を喜ばせたいことなどの視点から，多角的に捉えさせ，気づけるようにしていきたい。
	※独創的な折り紙を折り続けた吉澤章さんの姿を通して，自分の得意なことや，よいところは，どうしていくとよいか考えさせ，進んで自分のよいところを見つけ，それを伸ばしていこうとする実践意欲と態度を育てる。
	
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.158～161を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○あきらさんは，どんな気持ちで「こんどはもっとすごいものを折ってくるよ。」と言ったのでしょうか。
◎自分の得意なことや，よいところを「ヒント」をもとに考え，発表しましょう。
	
	
	
	

	六月（第四週）
	友情、信頼
	[友だちのことを考えて]
10．ぶらんこ
（きみがいちばんひかるとき）
	２年生の児童は，交友関係が広がってくるが，自己中心的なところがまだ残っており，友達の気持ちや立場を考えずに行動し，ささいなことからけんかになることも少なくない。そこで，友達の気持ちを考え，認め合い，助け合っていくことの大切さやよさについて考えさせたい。
	※大きなくまもいっしょに遊べる丈夫なぶらんこを作ろうとする，さるやうさぎ，りすの姿を通して，友達と仲よくするために大切なことは何かを考えさせ，友達と仲よくし，助け合うための判断力や心情を育てる。
	国語科
「スイミー」
生活科
「どきどきわくわくまちたんけん」

図画工作科
「ともだちハウス」

体育科
「ゆうえんちへいこう」
月目標
「休み時間の過ごし方を考えよう」
学校行事
「プール開き」
	＜終末＞
わたしたちの道徳

P.74の言葉に児童の写真を入れてテレビに写す。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○「こまった顔」をしているとき，おさるさんは，どんなことを考えていたのでしょうか。
○ふじづるを取りに行っているとき，くまさんや，ほかの動物たちは，どんなことを考えていたのでしょうか。
◎友達がいてくれてよかったと思うときはどんな時ですか。
	
	
	
	

	七月（第一週）
	正直、誠実
	[正直な心で]

11．すてきなえがお 

（きみがいちばんひかるとき）
	　この時期の児童は，責められたり叱られたりすることを避けるために，とっさにごまかしてしまうことがある。誰も見ていないところで過ちを犯してしまったとき，自分がしたことだと名乗り出ることが難しい。正直でいることで，自分自身が明るくすがすがしい気持ちになれることに気づかせ，正直に伸び伸びと生活しようとする態度を育てたい。
	※バスの中で他の人の足を踏んでしまった「わたし」の姿を通して，正直に謝ることができると，どうして胸の中がすうっとするのかを考えさせ，うそやごまかしをしないで，明るい心で生活しようとする実践意欲と態度を育てる。
	
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.44を読む。

	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○おばさんの足を踏んでしまい，「どうしよう」と思っている「わたし」の心の中はどんな気持ちがあったのでしょうか。
◎正直に生活するのが大切なのは，どうしてでしょうか。
	
	
	
	

	七月（第二週）
	自然愛護
	[大切なしぜん]
12．かえってきたホタル 

（きみがいちばんひかるとき）
	　児童は，生活科などを通して，自然と関わる体験を積んできている。その中で，どれだけ自然に親しみ，動植物に優しく接しようとしているかを意識させることが大切である。これまでの自分の体験を想起させながら，身近な自然にさらに親しみ，動植物に愛情をもって接することができるようにしたい。
	※ホタルを守ろうと，川の清掃活動に取り組むひかるや人々の姿を通して，生き物が生きている自然を守るためには，どんなことができるとよいかを考えさせ，身近な自然や動植物にやさしい心で接し，大事に守り育てようとする実践意欲と態度を育てる。
	国語科
「夏がいっぱい」

生活科
「生きもの　なかよし　大作せん」


	＜終末＞
わたしたちの道徳

P.104，105を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○ひかるが，「もう，ホタルがいなくならないでほしいなぁ。」といったのはどうしてでしょうか。
◎自然の生き物を守るために，大切なことは何でしょうか。
	
	
	
	

	九月（第一週）
	親切、思いやり
	[思いやりの心で]
13．こまっている子がいるよ 

（きみがいちばんひかるとき）
	　友達や学校の人々との関わりが次第に増えてくる時期であり，それに伴い，相手の考えや気持ちに気づくことができるようになってきている。しかし，まだ自己中心的な考え方をすることも多い。そこで，身近にいる友達に温かい心で接することの大切さについて考えを深めたり，相手の喜びを自分の喜びとして受け入れたりする経験を積み重ねながら，具体的に親切で思いやりのある言動ができるようにしていきたい。
	※困っている子を描いた二つの場面を通して，誰かが困っているとき，自分ならどうするかを考えさせ，身近にいる人に思いやりのある行動を取ることができるようになるための判断力や心情を育てる。
	生活科
「うごくうごくわたしのおもちゃ」

学校行事
「ふれあい集会」
	＜終末＞
わたしたちの道徳

P.68，69を活用する。
	「ふれあい集会」
保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○校庭の場面で，困っている子を見つけたら，どうしますか。理由も一緒に発表しましょう。
○砂場の場面で，自分が戻ってきたみんなの中の一人なら，どうしますか。

◎自分が「困っている子」だったら，どうしてほしいですか。
	
	
	
	

	九月（第二週）
	希望と勇気、努力と強い意志
	[やりぬいて]
14. 黒板がにっこりするかな
（きみがいちばんひかるとき）
	　この時期の児童は，得意なことや好きなことに進んで取り組む一方で,すぐに投げ出したり，くじけたりしてしまうこともある。そこで，自分のやるべき勉強や仕事は，最後までしっかり行うことで，充実感を得たり，周囲の喜びにつながったりすることに気づき，日々の勉強や仕事に粘り強く取り組んでいこうとする実践意欲と態度を育みたい。
	＊黒板係の仕事に取り組む「ぼく」の姿を通して，がんばって何かをやり遂げるとどんな気持ちになるかを考えさせ，自分のやるべき勉強や仕事をしっかりと行おうとする実践意欲と態度を育てる。
	月目標
「運動会の練習をがんばろう」
体育科
「虫のくにへいこう」

「かけっこ・リレーあそび」
「一輪車の練習」
算数科
「計算の仕方をくふうしよう」
「ひっ算のしかたを考えよう」

学級活動

「２学期のめあてと係を決めよう」
学校行事
「運動会」
	
	保護者・地域の方の参画
運動会
地域の方にゲストティーチャーとして，続けて取り組んでいることについて話してもらう。

	教材（　）

	
	
	
	
	○黒板係の仕事は大変なのに，「ぼく」ががんばってやっているのはどうしてでしょうか。
○先生やみんながニコニコ笑ってくれたとき，「ぼく」はどんなことを考えたでしょうか。

◎クラスの仕事の楽しいところやたいへんなところはどんなところでしょう。その仕事をやり遂げるとどんな気持ちがするでしょうか。
	
	
	
	

	九月（第三週）
	規則尊重
	［みんなでつかうものだから］

15．黄色いベンチ 

（きみがいちばんひかるとき）
	　この時期の児童は，学校や社会にきまりや約束があり，それらを守らなければならないことや，みんなで使うものを大切にしなければいけないことは理解している。しかし，周りのことを考えずに，自分勝手な行動を取ることがあり，また，なぜ約束やきまりがあるのかについての理解も十分ではない。そこで，自分勝手な行動が周りにどのような迷惑をかけてしまうのかを考えさせ，約束やきまりの意義について考えさせたい。
	※公園のベンチに土足で立って遊ぶたかしとてつおの姿を通して，みんなで使う物を使うときに，大切なことは何かを考えさせ，約束やきまりを守り，みんなが使う物を大切にしようとする実践意欲と態度を育てる。
	生活科
「みんなでつかう　まちのしせつ」
体育科
「一輪車の練習」
	
	保護者・地域の方の参画
葉山駐在所の駐在さんにゲストティーチャーとして，来ていただき，きまりを守ることの大切さを話してもらう。
	教材（　）

	
	
	
	
	○紙飛行機を飛ばして遊んでいるたかしとてつおは，どんなことを考えていたでしょうか。
○スカートのどろを落としているおばあさんの様子を見て，二人はどんなことを考えたでしょうか

◎みんなの物を使うとき，どんなことに気をつければいいでしょうか。
	
	
	
	

	九月（第四週）
	礼儀
	[れいぎ正しく]
16．あいさつ月間
（きみがいちばんひかるとき）
	  ほとんどの児童が，元気に挨拶をすることができているが，大きな声でする挨拶はできても，気持ちのよい挨拶や言葉遣い，話の聞き方などの礼儀については，何にために行うのか理解していないことも見受けられる。日常生活を送るための基本的な挨拶について，具体的な場面を通して，どう行うと相手が気持ちよいと感じるかを考えさせたい。また，外出時や公共の場での振る舞い方にも目をむけさせ，心のこもった礼儀が気持ちよい社会を作ることを理解させたい。
	※礼儀正しい挨拶について考えを巡らせる「わたし」の姿を通して，礼儀正しい挨拶をすると，どんな気持ちになるかを考えさせ，気持ちのよい挨拶や言葉遣い，動作などをするための判断力や心情を育てる。
	生活科
「うごくうごくわたしのおもちゃ」
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.59を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○男の子は、どんな気持ちでお父さんと「わたし」にあいさつをしたのでしょうか。
○先生は，「わたし」のあいさつのどんなところを「とてもいいあいさつ」とほめたのでしょうか。

◎「れいぎ正しいあいさつ」とはどんなあいさつのことでしょうか。
	
	
	
	

	十月（第一週）
	よりよい学校生活、集団生活の充実
	[楽しい学きゅう]
17.クラスの大へんしん
（きみがいちばんひかるとき） 
	　この時期の児童は，よりよいクラスにしていきたいという意欲をもっているが，まだ，自己中心的に考えがちである。学級という集団のことよりも，つい自分を優先して周りのことを考えることができないこともある。そこで，自分たちのクラスの様子や自分自身の行動を振り返りながら，自分のクラスを他人事ではなく自分のこととして考え，よいよい学級にしていこうとする態度を育てていきたい。
	※一人一人が好き勝手に振る舞うクラスと，協力し合うクラスを対照的に描いた絵を通して，すてきなクラスにするためには，どのような気持ちが大切なのかを考えさせ，学級生活や学校生活を楽しくするための判断力や心情を育てる。
	月目標
「そうじをがんばろう」

	＜終末＞
わたしたちの道徳P.146,147を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○はじめの教室の様子は，どんな問題がありますか。
○２番目の教室の様子はどんなことに気をつけたからすてきになったと思いますか。

◎自分たちのクラスをもっとすてきにするためにどんなことに取り組めばいいでしょうか。
	
	
	
	

	十月（第二週）
	公平、公正、社会正義
	［みんなでたすけ合って］


18．およげないりすさん
（きみがいちばんひかるとき）
	　この時期の児童は，物事を自分中心に考える傾向がある。他者の置かれた状況や気持ちを十分に考慮したり，想像したりすることなく，自分とは異なる感じ方や考え方をする人を否定したり明確な悪意がないままに遠ざけたりすることもある。そこで，好き嫌いにとらわれず，人のさまざまな意見を受け止め，公正，公平な態度を心がけ，助け合って生活していこうとする態度を心がけ，みんなが楽しく生活していこうとする態度を育てていきたい。
	※泳げないことで遊べないりすと，どうすれば遊べるかを考える動物たちの姿を通して，みんなと仲よくすることの大切さについて考えさせ，自分の好き嫌いにとらわれず，友達の気持ちを考えて行動するための判断力や心情を育てる。
	
	＜終末＞
わたしたちの道徳
P.74を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○かめさんたちが島で遊んでも，少しも楽しくないのは、どうしてでしょう。
◎かめさんのせなかに乗ったりすさんをかこんで，みんなで島へ行く様子を見て，みなさんは，どんなことを思いましたか。
	
	
	
	

	十月（第三週）
	善悪の判断、自律、自由と責任
	［よいことをすすんで］
19．教室でのできごと
（きみがいちばんひかるとき）

	　この時期の児童は，親や先生に叱られるかどうかで善悪を判断することが多い。また，友達の考えに安易に同調し，よくないとわかっていても，ついやってしまったり，友達の行動を見すごしたりしてしまうこともある。逆に，自分がよいと思うことでも，人の目や人間関係を気にして，行動に移せないこともある。そうした人間の弱さを見つめ，乗り越え，よいと思うことを積極的に行おうとする判断力や心情を育てていきたい。
	※花瓶を割った友達を偶然見かけた「わたし」の姿を通して，よくないことを見たり聞いたりしたとき，どうすればよいかを考えさせ，よいと思うことを進んで行うための判断力や心情を育てる。
	
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.32を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○「わたし」はどんなことで困っているのでしょうか。

◎よくないことを見たり聞いたりしたときにどうしたらよいのでしょうか。
	
	
	
	

	十月（第四週）
	勤労、公共の精神
	［楽しくはたらく］
20．おでこのあせ 

（きみがいちばんひかるとき）

	仕事をすることや働くことは，時として困難や苦しさを伴うこともある。しかしそれを乗り越えることによって，仕事の成就感や達成感が得られるのである。低学年においては，役に立つ嬉しさ、仕事のやりがい，自分の成長などの働くよさを感じて，少しでも，みんなのために働こうとする態度を育てていくことが大切である。そうして,この段階から社会参画への意識を育てていきたい。
	※通学路のごみ拾いに取り組むあつしの姿を通して，一生懸命に働くとどんな気持ちになるかを考えさせ，みんなのために働こうとする実践意欲と態度を育てる。
	月目標
「そうじをがんばろう」
	わたしたちの道徳P.130，131を活用する
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○お父さんのごみひろいの様子をじっと見つめながら，あつしはどんなことを考えていたのでしょうか
◎みんなのために働くとはどういうことでしょうか。
	
	
	
	

	十一月（第一週）
	家族愛、家庭生活の充実
	［大切なかぞく］

21．ぼくのサッカーシュ
　　ーズ 

（きみがいちばんひかるとき）

	　この時期の児童は，まだ自己中心的な考え方が多く，親が自分の世話をしてくれるのは，当然であると考えている児童も少なくない。また，積極的に家庭生活に関わろうとするところまでは至っていない。そこで，自分の生活が家族によって支えられていることに気づかせ，自分にできることを進んで行い，家族の一員として役に立つ喜びを実感できるようにしていきたい。
	※日頃から自分を支えてくれている父に気づくまさきの姿を通して，大切な家族にどんなことができるとよいかを考えさせ，自分にできることをして，進んで家族の役に立とうとする実践意欲と態度を育てる。
	
	＜終末＞
わたしたちの道徳

P.138,139を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○お父さんはどんなことを思いながら，まさきのサッカーシューズをみがいてくれたのでしょうか。
◎あなたにとって，「家族」とはどんなものですか。
	
	
	
	

	十一月（第二週）
	友情、信頼
	［友だちとなかよく］


22．よかったよ 

（きみがいちばんひかるとき）

	　この時期の児童は，学校生活やクラスの友達にも慣れ，仲のよい友達も増えるが，自己中心的な考えからけんかも多くなる。友達と仲良く遊びたいと思う反面，相手のことをよく考えないような言動を取ってしまうこともある。そこで、相手を傷つけてしまったときには素直に謝ることや，友達と仲良くするには、どんな気持ちが大切かなどについて考えを深めさせたい。
	※「ごめんね」と言えないまま仲直りができたという児童詩を通して，友達と仲よくするにはどんな気もちが大切なのかを考えさせ，友だちと仲よくしようとする実践意欲と態度を育てる。
	国語科
「おもちゃの作り方」
図画工作科
「わくわくすごろく」
体育科
「シュートゲーム」
生活科
「もっと　なかよし　まちたんけん」
	＜終末＞
わたしたちの道徳
P.151を活用する。
	保護者・地域の方の参画

	教材（　）

	
	
	
	
	○ゆうりちゃんに「ごめんね。」が言えなかったとき，「わたし」はどんな気持ちだったでしょうか。
○「おかしいね。」と言っている「わたし」の本当の気持ちは，どうだったのでしょうか。

◎友だちとなかよくするには，どんな気持ちが大切でしょうか。
	
	
	
	

	十一月（第三週）
	感動、畏敬の念
	[うつくしい心とは]

23．かさじぞう 

（きみがいちばんひかるとき）

	この時期の児童は，感受性がとても豊かで，日常生活の中での新しい発見や一つ一つの出来事に対して「わあ，すごい。」と驚いたり，喜んだりするなど，自分の気持ちを素直に表すことが多い。だからこそ，人の優しさや温かさなどが描かれた作品に積極的にふれさせ，素直に感動する心をさらに育てたい。
	※昔話「かさじぞう」を通して，美しい行いなどを見たり聞いたりすると，よい気持ちになるのはどうしてなのかを考えさせ，人の心の美しさに触れ，すがすがしい心をもとうとする心情を育てる。
	音楽科
「にっぽんのうた・みんなのうた」
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.110を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○このお話を聞いて，感じたことを発表しましょう。
○誰の，どんな心がすてきだと思いましたか。理由も添えて発表しましょう。

◎うつくしい行いを見たり聞いたりしたら，なぜ良い気持ちになるのでしょうか。
	
	
	
	

	十一月（第四週）
	感謝
	［ありがとうをつたえよう］


24．ありがとうの手紙 

（きみがいちばんひかるとき）

	児童は，誰かに世話をしてもらいながら生活することをあたりまえのように感じていることも少なくない。そこで，自分の日々の生活の中で，身近な人がどんな思いでどんなことをしていくれているのか，振り返らせたい。そのうえで，自分の中に芽生えた感謝の気持ちを見つめ，その気持ちを伝えることの大切さについて考えさせたい。
	※「ありがとう」を伝える児童の実際の手紙を通して，「ありがとう」を伝えることは，どうして大切なのかを考えさせ，家族など日頃お世話になっている人々に感謝を伝えようとする実践意欲と態度を育てる。
	学級活動
「かんしゃして食べよう」
学校行事
「感謝祭」

	＜終末＞
わたしたちの道徳P.84,85を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○「ありがとうの手紙」を聞いて，感じたことを発表しましょう。

◎「ありがとう」を伝えることは，なぜ大切なのでしょうか。
○「ありがとう」を伝える手紙を書きましょう。
	
	
	
	

	十二月（第一週）
	生命の尊さ
	[かけがえのないいのち]

25．空色の自転車 

（きみがいちばんひかるとき）

	この時期の児童は，命が大切であることはわかってはいても，それが具体的にどういうことかについて,普段の生活の中で実感することは難しい。そこでまずは，あたりまえに生きていることの尊さや，周囲の人々の思いについて考えさせたい。そして，自分の生命がかけがえのないものであることに気づくことが大切である。
	※車にはねられ，生死をさまよったかんたや，彼を見守る周囲の人々の姿を通して，命はどうして大切なのかを考えさせ，生きることのすばらしさを知り，命を大切にしようとする実践意欲と態度を育てる。
	学校行事
「地震避難訓練」
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.92,93を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○ねむったままのかんたのお世話をするとき，お父さんやお母さんはどんなことを考えていたでしょうか。
○手足を動かす訓練をしながら，かんたはどんなことを考えていたでしょうか。

◎いのちは，どうして大切なのでしょうか。
	
	
	
	

	十二月（第二週）
	国際理解、国際親善
	[せかいのことを知ろう]

26.日本のお米，せかいのお米
（きみがいちばんひかるとき）

	　この時期の児童は，他国の人々や文化にふれ，親しむ経験が少ない。また，他国発祥のものが，日本の生活の中にあたりまえに溶け込んでいる場合も多く，身の回りの事物が自国の文化のものなのかどうかを明確に区別することは難しい。自分が日本のものだと思っていたものが他国から来たものであると知ったり，日本ではふれる機会の少ない文化にふれたりすることは，2年生の児童にとっては，新しい発見である。
	※世界のお米料理を調べ始める「わたし」の姿を通して，他の国で作り出されたものや，伝えられていることを知り，他国の文化に、親しもうとする実践意欲と態度を育てる。
	
	わたしたちの道徳P.172を活用する。
	ＡＬＴの方の参画
ＡＬＴの方に，自分の国のことについて話をしてもらう。
	教材（　）

	
	
	
	
	○このお話を聞いて，感じたことを発表しましょう。
◎ほかの国のことで，知っていることを発表しましょう。
	
	
	
	

	十二月（第三週）
	家族愛、家庭生活の充実
	［かぞくの一人として］
27. もうすぐ正月
（きみがいちばんひかるとき）

	　この時期の児童は，家族と一緒にいられることに喜びを感じているが，家庭生活では，受け身の立場でいることが多い。また，父母や祖父母などが，家族の生活のために，家庭の中でさまざまな努力をしていることに，気づくまでには至っていない。そこで，家族のために自分でできることは何かを考え，家族の一員として積極的に役に立とうとする意欲と態度を育んでいきたい。
	※正月に向けた掃除の手伝いをするしんじの姿を通して，家族の一人として，どんな気持ちでいることが大切なのかを考えさせ，進んで家の手伝いなどをして，家族の役に立とうとする実践意欲と態度を育てる。
	
	＜終末＞
わたしたちの道徳

P.140,141を活用する。
　
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）



	
	
	
	
	○おばあさんと帰っていくめぐみをじっと見ていたしんじは，どんなことを考えていたのでしょうか。
○手伝ってくれたしんじのすがたを見て，おじいちゃんとおばあちゃんはどんなことを思ったでしょうか。

◎家族のためにできることってどんなことがありますか。
	
	
	
	

	一月（第二週）
	節度、節制
	[よく考えて]

28．お年玉をもらったけれど 

（きみがいちばんひかるとき）

	　この時期の児童は，時刻を守り，時間を大切にすることなどについては，学校生活を通して身に付きつつある。しかし，物やお金の管理については十分とはいえない状況にある。そこで，お金をもった場合には，自分の欲しいものを計画的に買うことについて考えられるようにし，物やお金を大切にし，よく考えて行動する態度を育てたい。
	※お年玉の使い方に失敗したしゅうじの姿を通して，よく考えて行動することはどうして大切なのかを考えさせ，物や金銭を大切にし，よく考えて行動しようとする実践意欲と態度を育てる。
	月目標
「風邪に負けない体をつくろう」
学級活動
「３学期のめあてと係をきめよう」

生活科
「もっと　なかよし　まちたんけん」
	
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○友だちとだがし屋でたくさんのお金を使ったとき，しゅうじは，どんなことを考えていたのでしょうか。
○サッカーボールの値段を見たしゅうじは，どんなことを考えたでしょうか。

◎お金を使うときには，どんなことに気をつければいいでしょうか。
	
	
	
	

	一月（第三週）
	伝統と文化の尊重、国や郷土を愛する態度
	［日本のぶんか］
29．おせちのひみつ 

（きみがいちばんひかるとき）

	　この時期の児童は，家庭や地域で行われる遊びや季節の行事などを通して伝統文化にふれ，親しみをもつようになっていくものである。おせち料理は，新しい年を祝う日本の伝統的な食文化であるが、おせち料理に込められた意味や願いを知る児童は少ないと思われる。おせち料理に込められた意味や願いを知ることを通して，日本の伝統文化のよさを感じさせたい。
	※さまざまなおせち料理に込められた意味を知ることを通して，昔から伝わる物や料理には，どんな願いが込められているのかを考えさせ，伝統や文化に親しみ，愛着をもとうとする心情を育てる。
	
	
	保護者・地域の方の参画
地域の方にゲストティーチャーとして話を聞く。

	教材（　）


	
	
	
	
	○「おせちのひみつ」を知って，どんなことを考えましたか。
◎昔から伝わるものや料理には，どんな願いが込められているのでしょうか。
	
	
	
	

	一月（第四週）
	希望と勇気、努力と強い意志
	[もくひょうにむかって]

30．こうさとびができた
（きみがいちばんひかるとき）

	　この時期の児童は，やらなければならないことを素直に受け入れ，やり遂げることの大切さを十分に理解している。しかし，初めは、意欲的に取り組み努力するものの，つらいことや苦しいことがあると，くじけてしまうこともある。目標に向かって頑張ることは，そのときはつらくても，達成したときには大きな達成観を得ることにつながるということを理解させたい。
	※苦手な交差跳びに懸命に取り組む「わたし」の姿を通して，目標に向かってがんばるとどんな気持ちになるのかを考えさせ，つらいことや苦しいことがあってもくじけずに，自分のやるべき目標に向かってがんばろうとする実践意欲と態度を育てる。
	算数科
「１０００より大きい数をしらべよう」

「長さをはかろう」
音楽科
「ようすを音楽で」

体育科
「なわとびあそび」

学級活動
「３学期のめあてと係をきめよう」

なわとび大会
	＜終末＞
わたしたちの道徳P.22を活用し，児童ががんばっている写真をスライドショーで流す。
	保護者・地域の方の参画

	教材（　）

	
	
	
	
	○家でなわとびの練習をしていたとき、「わたし」は、どんな気持ちだったでしょうか。

◎16回飛ぶことができて，「やった」と心の中でさけんだ「わたし」はどんなことを考えたでしょうか。
	
	
	
	

	二月（第一週）
	生命の尊さ
	[つながるいのち]
31．生まれるということ 

（きみがいちばんひかるとき）

	　この時期の児童は，自分の命が両親から授かったものだということについてはわかっているが，ただ授かった命の重さを実感する機会は，なかなかない。命が長い時間にわたって受け継がれてきたことで自分の命が存在していることを知り，自分の命はかけがえのないものであり，自分だけのものではないということや，自分の命もまた，将来につながっていくということに気づかせたい。
	※まど・みちおさんの詩「ぞうさん」を読み解いた文章を通して，命がつながっているとはどういうことなのかを考えさせ，命を大切にするための判断力や心情を育てる。
	生活科
「あしたへジャンプ」
学級活動
「ぼく・わたしのたん生」

学校行事
「不審者侵入避難訓練」

	＜終末＞
わたしたちの道徳P.90,91を活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○ぞうさんは，どんな気持ちで「おかあさんも長いのよ」と答えたのでしょうか。
◎いのちがつながっているというのは，どういうことでしょうか。
	
	
	
	

	二月（第二週）
	個性の伸長
	［自分のよいところ］
32．どうしてうまくいか
ないのかな 

（きみがいちばんひかるとき）

	　この時期の児童は，自分のよさに自分で気づくことができる児童は少ない。しかし，日常生活の中で，友達や家族などから褒められたり，認められたりする経験の積み重ねから，自分のよさに気づくことはできる。２年生の段階では，人はさまざまな特徴をもっているということに目を向けさせ，自分らしいよさを見つけようとする心情を育てたい。

	※何をやってもうまくいかず悩む「わたし」が自分のよさに気づく姿を通して，自分を好きになることの大切さについて考えさせ，自分のよさに気づき，自分を好きになろうとする心情を育てる。
	生活科
「あしたへジャンプ」

※事前に友だちのいいところについて，メッセージを書かせ，それをもとに自分のいいところを書かせる。
	
	保護者・地域の方の参画

	教材（　）

	
	
	
	
	○「どうしてうまくいかないんだろう。」と思っている「わたし」は，どんなことを考えているでしょうか。
○「わたし」は，なぜ「自分のことが前よりもすきになって」きたのでしょうか。

◎小さいころと比べて，自分のことが前よりも好きになってきたところはありますか。
	
	
	
	

	二月（第三週）
	勤労、公共の精神
	［みんなのために］


33．ぴかぴかがかり
（きみがいちばんひかるとき）
 
	　２年生の児童は，何事にも興味をもって生き生きと活動し，働くことを楽しく感じている場面が見られる。しかし，中学年に近づきつつある今の時期，働くことを面倒に思い，楽をしようとする様子も見られるようになってくる。だからこそ，自分たちが行った仕事がみんなの役に立ち，それがみんなの快適さや喜びにつながることを理解させ，仕事をすることのうれしさややりがいを十分に感じることができるようにしたい。
	※学校の流しの掃除に取り組む「わたし」の姿を通して，みんなのために働くことにはどんなよいことがあるかを考えさせ，働くことのよさを知り，みんなのために働こうとする実践意欲と態度を育てる。
	月目標
「自分の係の仕事をがんばろう」

	＜終末＞
わたしたちの道徳P.132を活用する。
	保護者・地域の方の参画
終末
児童がみんなのために頑張っている姿の写真をスライドショーで流す。
	教材（　）

	
	
	
	
	○黒ずんだ流しを見て，「わたし」はどんなことを考えたでしょうか。
○「ながしがきれいだと，気持ちがいいね。」という声を聞いたとき，「わたしたち」はどんなことを思ったでしょうか。

◎自分がみんなのために頑張っていることを発表しましょう。
	
	
	
	

	三月（第一週）
	公平、公正、社会正義
	［だれにたいしても］
34．雨ふり
（きみがいちばんひかるとき）

	　この時期の児童は，見たことや感じたことを，そのまま言動に表すことがあり，それで人を傷つけてしまうことがある。本人にはそのつもりがなくても，友達どうしの問題に発展することもある。その一方で，お互いが気持ちよく過ごすためにはどうすればよいかを意識し始める時期でもある。好き嫌いを根拠とした振る舞いが，周囲にどのような影響を及ぼすかじっくりと考えさせ，誰にでも公正，公平に接しようとする態度を育てたい。
	※仲のよい友達だけを傘に入れようとしたふみおくんの姿を通して，誰に対しても同じように何かをする気持ちをもつことはどうして大切なのかを考えさせ，好き嫌いにとらわれず，人に接しようとする実践意欲と態度を育てる。
	
	
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○ふみおくんは，「入れて。」と言われたとき，どんなことを考えたのでしょうか。
○ふみおくんは，はっとしたとき，どんなことに気がついたのでしょうか

◎誰とでも仲良く過ごすためにはどうしたらよいのでしょうか。
	
	
	
	

	三月（第二週）
	感謝
	［ありがとうの気もち］
35．一枚の絵
（きみがいちばんひかるとき）

	　今までの学習において，日ごろからお世話になっている身近な人々に感謝の気持ちを伝えることの大切さについて考えてきた。しかし，「世話をしてくれる」以外の形で，自分を支えてくれている人がいるということには，低学年の児童は，なかなか気づかないものである。そこで，これまでとは違った角度からの人々の善意に気づき，それらに対して感謝の気持ちを，さまざまな場面や状況に応じて適切に表そうとする意欲を持たせることが大切である。
	※祖父に叱られたことを「ありがとう」と思っている父に驚き，その意味を考える「ぼく」の姿を通して，いろいろな「ありがとう」があることについて考えさせ，家族など日頃お世話になっている人々の善意に気づき，感謝しようとする心情を育てる。
	学校行事
「卒業式」
	＜終末＞
わたしたち
の道徳
P.82,83活用する。
	保護者・地域の方の参画
	教材（　）

	
	
	
	
	○謝って解決したはずなのに，なぜ「ぼく」はもやもやした気持ちのままだったのでしょうか
○心のもやもやがはれたぼくは，どんなことに気がついたのでしょうか

◎「教えてもらってよかった」「注意されてよかった」と思ったことはありますか。
	
	
	
	


【第２学年道徳科基本方針】


１　重点指導項目　　希望と勇気，努力と強い意志　　親切，思いやり　　規則の尊重


２　基本方針　　　・思ったことを言い合える温かい学級経営を行う。


・児童の心に響く道徳授業を行う。


・道徳的諸価値を自分のこととして深く考えられるようにする。・


　　　　　　　　　・


　　　　　　　　　・








